
問 

　

防
災
マ
ッ
プ
が
全
戸
配

布
さ
れ
て
か
ら
丸
１
年
に

な
る
が
追
加
や
更
新
の
考

え
は
。

答 

　

土
砂
災
害
危
険
区
域
が

新
た
に
47
カ
所
追
加
さ
れ

た
。
ま
た
、
風
化
さ
せ
て

は
な
ら
な
い
過
去
の
被
害

状
況
等
の
記
録
も
掲
載
し

て
更
新
す
る
。

問 

　

自
主
防
災
組
織
の
防
災

力
を
高
め
る
た
め
に
地
域

活
動
専
門
員
を
配
置
し
大

き
な
成
果
が
あ
っ
た
。
今

回
、
配
置
は
解
消
さ
れ
た

が
今
後
の
対
応
策
は
。

答 

　

地
区
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
自
主
防
災
組
織
が
連
携

し
、
研
修
や
訓
練
を
強
化

す
る
。

問 

　

防
災
訓
練
で
は
、
身
内

や
友
人
の
安
否
確
認
が
い

ち
早
く
可
能
な
「
災
害
用

伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
活
用

し
た
実
践
的
訓
練
が
必
要

で
は
。

答 

　

こ
れ
ま
で
の
地
震
の
教

訓
を
踏
ま
え
、
学
校
や
自

主
防
災
組
織
等
か
ら
そ
の

時
の
行
動
内
容
に
つ
い
て

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
て
い
る
。
そ
の
結
果

を
分
析
し
災
害
対
応
に
生

か
し
た
い
。

問 

　

過
去
に
氾
濫
被
害
が
複

数
回
発
生
し
て
い
る
上
郷

町
内
赤
羽
根
川
に
つ
い

て
、
未
然
防
止
策
を
講
ず

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答 

　

事
業
費
の
財
源
確
保
や

用
地
取
得
、
家
屋
の
移
転

同
意
な
ど
課
題
が
多
い
こ

と
か
ら
、
当
面
は
洪
水
吐

き
水
門
の
設
置
や
河
川
堆

積
土
砂
の
除
去
等
の
対
策

を
講
ず
る
。

佐々木 大三郎 議員
（市民クラブ）

一問一答方式

問 

　

人
口
減
少
対
策
と
し

て
、
何
を
最
優
先
に
掲
げ

て
取
組
む
か
。

答 

　

現
在
策
定
中
の
第
2
次

総
合
計
画
の
共
通
優
先
方

針
と
し
て
「
産
業
振
興
・

雇
用
確
保
」、「
少
子
化
対

策
・
子
育
て
支
援
」
に
力

を
入
れ
る
。

問 

　

遠
野
市
内
の
賃
金
は
県

内
他
市
と
比
較
し
て
安
い

傾
向
に
あ
る
。
若
者
を
地

元
に
定
着
さ
せ
る
に
は
、

他
市
並
み
の
賃
上
げ
が
必

要
と
考
え
る
。
企
業
ト
ッ

プ
に
賃
上
げ
要
請
し
て
は

ど
う
か
。

答 

　

地
元
企
業
に
対
し
、
賃

上
げ
要
請
は
可
能
で
あ
る

が
、
生
活
し
や
す
い
住
環

境
も
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、併
せ
て
検
討
し
た
い
。

問 

　

空
き
家
バ
ン
ク
情
報
の

内
容
を
充
実
さ
せ
、
移
住

希
望
者
の
要
望
に
応
え
ら

れ
る
体
制
を
整
え
る
べ
き

で
は
。

答 

　

空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録

物
件
数
は
少
な
く
、
不
十

分
と
認
識
し
て
い
る
。
も

っ
と
件
数
を
増
や
し
て
移

住
希
望
者
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
が
円
滑
に
な
る
よ
う
に

し
た
い
。

認
知
症
高
齢
者
等
に
つ
い

て
、
財
産
管
理
や
契
約
行

為
を
支
援
す
る
成
年
後
見

制
度
の
相
談
や
虐
待
の
早

期
発
見
、
防
止
等
の
取
組

に
つ
い
て
地
域
の
身
近
な

相
談
窓
口
と
し
て
設
置
し

て
い
る
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
を
中
心
に
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、
社
会
福

祉
協
議
会
で
の
「
日
常
生

活
自
立
支
援
事
業
」
が
あ

り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
手

続
や
預
貯
金
の
出
し
入
れ

等
の
代
行
を
行
っ
て
お

り
、
実
施
機
関
や
関
係
者

間
で
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
地
域
で
安
心
し
て
生

活
が
出
来
る
体
制
を
と
っ

て
い
る
。

防
災
対
策
に
つ
い
て
問
う

自主防災訓練でＡＥＤの取扱説明を受けている

問 

　

認
知
症
の
総
合
的
な
施

策
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

答 

　

今
年
４
月
末
で
、
本
市

の
65
歳
以
上
の
要
介
護
認

定
者
は
１
，９
６
３
名
、

う
ち
、
認
知
症
の
症
状
を

有
す
る
も
の
は
、
１
，１

５
２
名
で
あ
り
、
58
・
7

％
を
占
め
て
い
る
。現
在
、

本
市
の
認
知
症
サ
ポ
ー
ト

医
は
１
名
の
み
で
あ
り
、

市
医
師
会
と
の
連
携
や
県

へ
の
支
援
要
請
を
行
い
な

が
ら
、
認
知
症
サ
ポ
ー
ト

医
の
確
保
を
図
り
た
い
。

　

ま
た
、
認
知
症
の
介
護

者
等
が
適
切
な
サ
ー
ビ
ス

等
を
利
用
す
る
た
め
の｢

認
知
症
ケ
ア
パ
ス｣

を

作
成
。
さ
ら
に
「
認
知
症

カ
フ
ェ
」
を
通
じ
て
正
し

い
知
識
、
悩
み
を
打
ち
明

け
る
場
を
継
続
し
て
い

く
。問 

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

答 

　

認
知
症
に
つ
い
て
正
し

い
理
解
、偏
見
を
持
た
ず
、

認
知
症
の
方
や
家
族
を
温

か
く
見
守
る
応
援
者
で
あ

り
、
民
生
児
童
委
員
や
地

域
団
体
等
を
対
象
に
講
座

を
開
催
し
、
平
成
26
年
度

末
で
延
べ
２
，２
６
６
名

を
養
成
、今
年
は
、
２
，５

０
０
名
の
計
画
で
あ
る
。

問 

　

地
域
で
の
見
守
り
体
制

は
充
実
さ
れ
て
い
る
か
。

答 

　

地
域
で
見
守
り
支
え
あ

う
「
認
知
症
高
齢
者
等
徘

徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
」
を
実
施
し
、警
察
・

消
防
・
社
会
福
祉
協
議
会

等
が
協
力
し
体
制
を
整

え
、
生
活
関
連
事
業
者
で

あ
る
、
ガ
ス
・
電
気
・
水

道
・
郵
便
局
等
の
22
団
体

と
協
定
を
結
び
、
連
携
に

よ
る
見
守
り
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
図
っ
て
い
る
。

問 

　

認
知
症
高
齢
者
の
権
利

擁
護
対
応
は
な
さ
れ
て
い

る
か
。

答 

　

判
断
能
力
は
不
十
分
な

菊池　巳喜男 議員
（市民クラブ）

一問一答方式

認
知
症
対
策
の
現
状
と

今
後
の
方
向
性
は

【その他の質問】
○ 学校教育の充実について
○ 県立高校再編の状況につ
いて

人口減少対策に
ついて問う

平成 27年度認知症サポーター養成講座の様子

17 16とおの議会だより とおの議会だより

市政を問う 市政を問う
（文責本人） （文責本人）


